
大きなつる性の落葉木本。葉は大型で、柄を含めて全長12-30cmになり、2-4対羽状に複生し、最下の羽

片はさらに3出する。花は6-7月に咲き、小さくて黄緑色、径2-3mm、花床は杯形で5歯がある。花弁は5個、
花の時、展開する。

新たに1ヶ所で確認され、県内の生育地は2ヶ所となっ
た。

生育地の保全が重要である。
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生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

ブドウ科

兵庫県ランク…ウドカズラ
環境省ランク… －Ampelopsis  cantoniensis  (Hook. et Arn.) Planch. var. leeoides

(Maxim.) F.Y.Lu


